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論文の内容の要旨
　本論文は，フェルミ国立加速器研究所のテバトロン衝突器を用いた重心系エネルギー1．96TeVの陽子反陽
子衝突実験（CDF実験）において，Wボソン随伴ジェット生成反応で摂動論的量子色力学を検証した結果
を報告したものである。Wボソン随伴ジェット生成は，素粒子標準模型の根幹をなす強い相互作用を記述
する量子色力学（Q独鋤tび㎜Chro㎜oD抑獅ics，QCD）の検証に大きな役割をはたす。ジェットはパートン
（クォーク・グルオン）がハドロン化してハドロン（中問子や核子）の束として観測されたものであり，パー
トン間の相互作用すなわち強い相互作用を通して生成されるので，Wボソン随伴ジェット生成断面積を測
定することによって，摂動論的量子色力学の精密検証を行うことができる。また質量の起源となるヒッグス
粒子はWボソン随伴2ジェット生成事象として観測されるので，ヒッグス粒子探索のバックグラウンドと
してもWボソン随伴ジェット生成の研究は重要となる。
　2002年3月から2003年1月までにCDF実験で得られたデータ（積分ルミノシティー72pb’1）を解析して，
Wボソン随伴ジェット生成事象を同定した。高エネルギー素粒子実験では，クォーク・グルオンは多くの
ハドロン粒子が同方向にでてくるジェットとして検出される。したがって，ジェットは，ある領域内に生成
したハドロンが構成しているエネルギークラスターとして定義されるが，本論文では，この領域の設定を最
適化することによって，実験結果と摂動論的量子色力学との比較が容易になるように改良した。そのように
して，Wボソン随伴ジェット生成断面積を，ジェットの数が1以上，2以上，3以上の場合について測定した。
この測定結果は摂動論的量子色力学の計算値と系統誤差内で一致していることがわかった。
　本研究では，ジェットを定義する領域を設定するパラメータを最適化するアルゴリズムを開発して，それ
に成功した。その結果，測定したWボソン随伴ジェット生成断面積は，摂動論的量子色力学とより比較し
やすいものとすることができた。CDF実験では1992年から1996年の期問に重心系エネルギー1．8TeVの陽
子反陽子衝突データを収集して，その解析を行いWボソン随伴ジェット生成断面積を得ているが，その時
に比べてアルゴリズムが改良されたので，系統誤差は小さくなった。
　以上のWボソン随伴ジェット生成断面積の測定結果は理論予測と一致しており，QCD理論が正しいこと
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を検証した。
審査の結果の要旨
Wボソン随伴ジェット生成は，素粒子標準模型の根幹をなす強い相互作用を記述する量子色力学（QCD
理論）の検証に大きな役割をはたす。また軽いヒッグス粒子を探索する際には，主要なバックグラウンドと
なるので，十分精密かつ系統的な測定が必要となる。
　津野総司氏は本論文で重心系エネルギー1．96TeVの陽子反陽子衝突実験（CDF実験）におけるWボソン
随伴ジェット生成断面積の測定を行い，QCD理論計算と比較を行った結果を報告している。この測定結果
は標準模型QCD理論の予測と一致している。以上の研究は素粒子物理学の発展に大いに貢献するものであ
る。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
一281一
